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二次元層状物質はファンデルワールス結合によりヘテロ界面を作製することができる。この界
面には強力な結合が存在しないため、一度接合した後でも動かすことが可能であるはずである。 

本研究ではマイクロポリマードーム (以下MPD)を利用することにより 2D結晶フレークをつま
み、Fig. 1(b)のような連続的滑動、(c)回転、(d)剥がして貼り直し、といった操作を行った。また、
フレーク端をつまんで(e)折りたたみ、(f)小さなフレークを“バレン”に見立てたしわ伸ばし操作
も行った。更に(g)面方位に沿って裂くことや、(h)分厚いフレークの一部を“めくる”ことで劈開
にも成功した。これは、MPDが選択的にフレークの一部分を掴めるため実現したことである。 

本研究で編み出した独自の技術は、デバイス作製においてフレークの大きさや形などのデザイ
ンを容易にする。加えてこれまで二次元平面上で積層していくだけだった二次元層状物質デバイ
スを三次元方向に折り曲げるといった 2.5 次元的設計すら可能となり、その自由度を大きく増加
させる。同時に、バルク半導体材料では実現が不可能な、原子層をずらした際の物性を用いるデ
バイスを作製する技術の一端を担うことになる。 

本講演ではこれらの挙動について、動画を中心に発表を行う。 
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